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各
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
消
や
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
て
取
り
組
む
「
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」。

　

本
市
で
は
「
地
域
活
性
化
支
援
」
と
位
置
づ

け
、市
か
ら
の「
財
政
支
援
」と「
人
的
支
援
」に

よ
り
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
「
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」に
取
り
組
み
ま
す
。

●�
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
地
域
不

安
の
解
消
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

県
下
一
の
広
大
な
面
積
の
本
市
は
、
各
地
域

に
多
種
多
様
な
歴
史
や
文
化
、
誇
れ
る
地
域
資

源
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
よ
り
、自
治
活
動
や
組
織
そ
の
も

の
に
も
不
安
を
抱
え
る
地
域
が
現
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
固
有
の
資
源
を
活
か
し
、

育
て
、元
気
で
輝
き
あ
ふ
れ
る
地
域
に
よ
る
活

性
化
を
よ
り
一
層
進
め
、
本
市
全
体
の
活
性
化

を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

本
市
の
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

﹁
地
域
活
性
化
支
援
﹂
で
す

本
市
の
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

﹁
地
域
活
性
化
支
援
﹂
で
す

今
、
な
ぜ
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
な
の
？

今
、
な
ぜ
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
な
の
？

●�

地
域
性
あ
ふ
れ
る
き
め
細
か
な
地
域

づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

　

行
政
に
は
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
公
正
・
公
平
に

関
わ
る
と
い
う
大
原
則
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
こ
れ
が
基
本
で
す
が
、
こ
と
地

域
づ
く
り
な
ど
に
は
、地
域
の
個
性
や
実
情
に

あ
っ
た
き
め
細
か
な
支
援
や
、
多
様
化
し
続
け

る
皆
さ
ん
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
皆
さ
ん

の
発
意
や
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
意
識
を

持
ち
つ
づ
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
も
行

政
と
し
て
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
の
個
性
や
課
題
に
応
じ
た

活
性
化
対
策
を
皆
さ
ん
や
各
種
団
体
、
企
業
お

よ
び
行
政
が
お
互
い
知
恵
を
出
し
合
い
協
力

し
合
う
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

魅力あふれる元気な地域を目指して

始まります！“市民協働のまちづくり”
　市では、本市の将来像「元気“ｅまち”村上市」を実現するため、「市民協働のまちづくりの推進」に

取り組みます。今回は、具体的な取り組みに先立ち、協働のまちづくりの考え方や進め方についてお知

らせします。

●�

地
域
の
活
性
化
・
元
気
づ
く
り
か
ら

始
ま
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
多
種
多

様
な
進
め
方
が
あ
り
ま
す
。
本
市
の
将
来
像

「
元
気
〝
ｅ
ま
ち
〟
村
上
市
」
の
実
現
に
あ
た
っ

て
は
、
ま
ず
、
地
域
が
元
気
で
活
力
を
持
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
の
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
は
、
市
民
（
地
域
）
と
行
政
が
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
活
気
あ
る
元
気
な
村
上

市
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
目
標
と
し

ま
す
。

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
に
つ
い
て

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
に
つ
い
て

市
の
元
気
度
・
活
性
度

時間（協働のまちづくりの熟成度）

（行政） 行政サービス

地域の活力

（地域）　

＝

協働の大きさ

市民協働のまちづくり推進イメージ

人
的
支
援

財
政
支
援

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市民協働のまちづくりの将来イメージ

将　来 現　在

個性的で
魅力あふれる
元気な地域

一律で画一的な
地域づくり
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地域まちづくり協議会の将来イメージ

活気ある元気な

村上市の創造

協議会による地域活性化

と協議会間の交流

●�
町
内
・
集
落
が
ま
と
ま
っ
た「
地
域
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」を
想
定
し
て
い
ま
す

　

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
を
考
慮
し
、町
内
・
集
落
が
一
定

規
模
単
位
に
ま
と
ま
っ
た
地
域（
小
学
校
区
や

つ
な
が
り
の
深
い
旧
地
区
単
位
な
ど
）を
想
定

し
て
い
ま
す
が
、地
域
設
定
は
各
地
区
と
協
議

の
う
え
、決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
組
織
に

つ
い
て
は
左
図
の
よ
う
な
組
織
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、す
で
に
同
じ
よ
う
な
組
織
が
あ
る
場

合
は
そ
の
組
織
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

推
進
す
る
た
め
の
組
織
に
つ
い
て

推
進
す
る
た
め
の
組
織
に
つ
い
て

　

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
り
、町
内
、

集
落
お
よ
び
地
域
で
活
性
化
を
図
り
、さ
ら
に

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
間
の
交
流
に
よ
り
、

元
気
な
本
市
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
23
年
度
の
組
織
機
構
改
革
に

合
わ
せ
、
各
地
域
で
の
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」設
立
に
向
け「
人
的
支
援
」体
制
の
確
立

を
目
指
し
、担
当
職
員
の
配
置
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
創
設
を
検
討
し
て
い
る
「
財

政
支
援
」は
、平
成
24
年
度
か
ら
予
定
し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
基

本
的
な
考
え
方
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
各
地
区
、
各
地
域
と
と
も
に
取

り
組
み
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
重
ね
、よ

り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

●�

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

村
上
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
い
た
だ
き
、「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」よ

り
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
直
接
お
電
話
な
ど
で
も
結
構
で
す
。

ぜ
ひ
、お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て

具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て

お
願
い

お
願
い

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
自
治
振
興
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
３
１
）

地域まちづくり協議会組織図（イメージ）

（小学校区やつながりの深い旧地区単位などを想定）

会　長

副会長

各種団体、学校、企業、住民代表

地　域　住　民

【
事
務
局
】

地
域
住
民
＋
自
治
振
興
室
職

員（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

※
協
働
と
は
？

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
新
た
な

地
域
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

個
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
り
、
家
の
前
の
道
路
を
清

掃
し
た
り
す
る
な
ど
「
個
人
で
で
き

る
こ
と
」、
町
内
や
集
落
で
実
施
し

て
い
る
清
掃
活
動
や
奉
仕
作
業
、
自

主
防
災
活
動
な
ど
「
町
内
・
集
落
が

で
き
る
こ
と
」、
福
祉
や
教
育
、
公

共
施
設
の
整
備
・
管
理
な
ど
「
行
政

が
行
う
こ
と
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
皆

さ
ん
が
お
互
い
を
理
解
し
、
進
め
て

き
た
こ
と
自
体
「
協
働
」
な
の
で

す
。

必
要
に
応

じ
て
専
門

部
を
設
置
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国
勢
調
査
は
、
我
が
国
の
人
口
・
世
帯
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る

国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
、
５
年
ご
と
に

行
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、日
本
の
社
会
・
経
済
は
、出
生
率
の
低

下
や
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
人
口
減
少
が
進

み
、医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
制
度

の
安
定
化
や
、地
域
社
会
の
機
能
維
持
な
ど
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
重
要
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
、国
・
県
・
市
町
村
で
、

こ
う
し
た
重
要
課
題
に
対
処
し
、
市
民
生
活
の

向
上
や
、
地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
計

画
策
定
を
行
う
際
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

国
勢
調
査
っ
て
な
に
？

国
勢
調
査
っ
て
な
に
？

国
勢
調
査
っ
て
な
に
？

　

調
査
は
、平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
で
、日
本

国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し

て
住
民
票
の
届
け
出
や
外
国
人
登
録
の
有
無
に

よ
ら
ず
、普
段
住
ん
で
い
る
場
所
で
行
い
ま
す
。

　

外
国
人
も
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
は
、
９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け

て
行
わ
れ
、
10
月
１
日
現
在
の
状
況
を
調
査
し

ま
す
。

　

９
月
下
旬
に
、
総
務
大
臣
が
任
命
し
た
調
査

員
が
日
本
国
内
の
す
べ
て
の
世
帯
を
訪
問
し

て
、調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

だ
れ
が
調
査
の
対
象
な
の
？

だ
れ
が
調
査
の
対
象
な
の
？

だ
れ
が
調
査
の
対
象
な
の
？

い
つ
調
査
を
行
う
の
？

い
つ
調
査
を
行
う
の
？

い
つ
調
査
を
行
う
の
？

　

各
世
帯
は
、
記
入
し
た
調
査
票
を
10
月
上
旬

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

［
個
人
］

　

�「
男
女
の
別
」
、「
出
生
の
年
月
」
、「
配
偶
者
の

有
無
」、「
就
業
状
態
」、「
従
業
地
ま
た
は
通
学

地
」な
ど
15
項
目

［
世
帯
］

　

�「
世
帯
員
の
数
」
、「
住
居
の
種
類
」
、「
住
宅
の

建
て
方
」な
ど
５
項
目

ど
の
よ
う
な
内
容
を
調
査
す

る
の
？

ど
の
よ
う
な
内
容
を
調
査
す

る
の
？

ど
の
よ
う
な
内
容
を
調
査
す

る
の
？

　

今
年
は
、５
年
に
１
度
の「
国
勢
調
査
」を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。10
月
１
日
現
在
の
皆
さ
ん
の
状
況
を
調

査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

調
査
票
は
、総
務
大
臣
が
任
命
し
た「
国
勢
調
査
員
」が
、９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
、各
世
帯
へ
配
布

と
回
収
に
伺
い
ま
す
。

過去の国勢調査の結果から　村上市人口ピラミッド（昭和30年と平成17年）
平成17年国勢調査 昭和30年国勢調査

100～
95～99
90～94
85～89
80～84
75～79
70～74
65～69
60～64
55～59
50～54
45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19
10～14
5～9
0～4

1,000人 1,000人 1,000人5,000人 5,000人1,000人

100～
95～99
90～94
85～89
80～84
75～79
70～74
65～69
60～64
55～59
50～54
45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19
10～14
5～9
0～4

男 女 男 女

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て

　
　
　
　
　
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

『
国
勢
調
査
は 

み
ん
な
で
描
く
日
本
の
自
画
像
』（
平
成
22
年
国
勢
調
査　

標
語
）
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＜国勢調査に関する問い合わせは…＞

平成22年国勢調査　村上市実施本部（情報政策課内）　☎53－2111（内線501）
・村上市ホームページ　http://www.city.murakami.lg.jp/category/gyouseijouhou/toukeijouhou.jsp

・さらに詳しい内容を知りたい人は、総務省統計局の平成22年国勢調査広報サイトをご覧ください。
　「国勢調査e-ガイド」　http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

　

平
成
22
年
国
勢
調
査
で
は
、漏
れ
な
く
正
確

な
調
査
を
行
う
た
め
に
、
全
国
で
約
70
万
人
、

村
上
市
で
は
３
５
５
人
の
国
勢
調
査
員
が
任

命
さ
れ
て
、調
査
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
員
は
、
町
内
会
や
自
治
会
の
推

薦
、
公
務
員
経
験
者
か
ら
の
選
考
、
そ
の
ほ
か

に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
方
法
に
よ
り
、候
補

者
の
選
考
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
基
づ
き

総
務
大
臣
が
、調
査
員
を
非
常
勤
の
国
家
公
務

員
と
し
て
任
命
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、調
査
票
を
で
き
る
だ
け

回
答
し
や
す
く
、提
出
し
や
す
い
方
法
に
改
善

さ
れ
ま
し
た
。

調
査
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

調
査
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

調
査
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

今
回
の
調
査
方
法
は
ど
こ
が

変
わ
っ
た
の
？

今
回
の
調
査
方
法
は
ど
こ
が

変
わ
っ
た
の
？

今
回
の
調
査
方
法
は
ど
こ
が

変
わ
っ
た
の
？

⑴
調
査
票
の
封
入
提
出
方
式
の

　
　
　
　
　
　
　
　

全
面
的
な
導
入

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ

り
、す
べ
て
の
世
帯
が「
調
査
書
類
収
納
封
筒
」

に
調
査
票
を
封
入
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。調
査
員
は
開
封
す
る
こ
と
な
く
市

に
提
出
し
ま
す
の
で
、
調
査
員
が
記
入
し
た
内

容
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、世
帯
の
人
か
ら
記
入
誤
り
が
な
い
か

確
認
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、調
査
員
が
そ
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

⑵
郵
送
で
提
出
で
き
る
方
式
の
導
入

　

︵
世
帯
が
選
択
︶

　

調
査
員
と
会
う
時
間
が
な
い
人
な
ど
の
た

め
に
、調
査
票
を
郵
送
で
も
提
出
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、す
べ
て
の
世
帯
に
郵
送
提
出
用

封
筒（
料
金
受
取
人
払
い
）を
配
布
し
ま
す
。郵

送
提
出
を
希
望
す
る
人
は
、
こ
の
封
筒
に
よ

り
、郵
送
で
市
に
直
接
調
査
票
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※�

⑴
・
⑵
と
も
に
市
で
開
封
し
て
確
認
し
、空
欄

が
あ
る
場
合
に
は
、電
話
な
ど
で
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
留
意
く
だ
さ
い

　

統
計
調
査
に
従
事
す
る
人
に
は
「
統
計
法
」

に
よ
り
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
違
反

秘
密
は
保
護
さ
れ
る
の
？

秘
密
は
保
護
さ
れ
る
の
？

秘
密
は
保
護
さ
れ
る
の
？

し
た
場
合
に
は
罰
則
（
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

回
答
は
、
統
計
の
作
成
・
分
析
の
目
的
に
の

み
使
用
し
、
外
部
に
出
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
回
答
く
だ
さ

い
。

　

人
口
・
世
帯
数
の
速
報
結
果
は
、
平
成
23
年

２
月
に
公
開
し
ま
す
。そ
の
ほ
か
の
項
目
の
結

果
は
、
平
成
23
年
６
月
か
ら
順
次
公
開
し
ま

す
。 結

果
の
公
表
は

結
果
の
公
表
は

結
果
の
公
表
は
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推奨の木・花・鳥
　市内で多く見られ、親しまれている木・

花・鳥を推奨の木・花・鳥として選定しま

す。なお、花・鳥については季節ごとに選

定します。

シンボルとしての市の木・花・鳥
　豊かな自然に恵まれ、その恩恵を大いに

受けている村上市として、“自然を守る”、

“環境への配慮”というテーマで選定しま

す。

～みなさんのご意見をお寄せください～
　市では、合併３年目を迎え、市のイメージアップや市民の一体感を一層高めるため、「市の木」、「市の花」、

「市の鳥」を制定することになりました。そのため、慣行審議委員会を設置し、選定にあたっての考え方、手

法、候補などについて審議を重ねてきました。

　委員会では「シンボル（象徴）としての市の木・花・鳥」と「推奨の木・花・鳥」を選定することに決定

し、その候補を市民のみなさんに示すとともに、そのほかの候補の提案を含め、広くご意見を募集すること

になりました。

　みなさんが、ふさわしいと思われる木・花・鳥をふるってご応募ください。

　なお、委員会ではお寄せいただいたものを参考に最終案を決定しますが、応募数の多寡により決定するも

のではありません。

村上市の木・花・鳥を制定します

　応募者の個人情報は、目的以外には一切使用しません。

●問い合わせ　政策推進課まちづくり推進室（慣行審議委員会事務局）

　　　　　　　☎53‐2111（内線332、333）

応募資格 村上市在住の人（年齢は問いません。）

募集期間
９月30日㈭まで
郵送の場合：当日の消印有効とします。
それ以外の場合：締切日の午後５時までに受付または受信されたものを有効とします。

応募用紙
市報にはさみ込まれている応募用紙を使用してください。
※�応募箱設置場所にも備えてあります。市のホームページからダウンロードすることもできます

応募方法

持参の場合
市役所本庁、支所、連絡所、教育情報センター、地区公民館および分館の窓
口に用意されている応募箱に投函してください。

郵送の場合
〒958－8501　村上市三之町１－1
　村上市役所　企画部　政策推進課　「木・花・鳥募集」あて

ファクスの場合
FAX　53－3840
　村上市役所　企画部　政策推進課　「木・花・鳥募集」あて

電子メールの場合 seisaku‐m@city.murakami.lg.jp　件名を「木・花・鳥募集」としてください。

市の木・花・鳥、推奨の木・花・鳥、それぞれ１人１点、１回限りとします。
いずれかだけの応募もできます。

記載事項

「住所」、「氏名」、「名称」、「選んだ理由」すべてに記載してください。
「名称」欄には、委員会で候補として選んだものが記載されていますので、ふさわしいと思わ
れるものを○で囲んでください。委員会が選定候補としたものでなく、別なものがふさわしい
と思われる場合には、その他を○で囲み、（　）に名称を記入してください。

選定にあたっての考え方
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市の木 ブナ

　市内各地の高海抜地に広く分布しており、水を貯める水源かん
養機能が高く、表土を安定させ自然災害を防ぎ、自然環境を保全
する大きな役割を果たしている。「さけの森

も

林
り

づくり」として、幼
木の植林も行われている。

市の花

ハマナス
　海岸一帯に群生し、自然環境が保護されている条件で育ってい
る花である。訪れる人の心を和ませており、本市にゆかりのある
皇太子妃殿下雅子様のお印としても知られている。

ユリ
　ヤマユリは市内の里山のいたるところに自生している花であ
る。イワユリは和名ではスカシユリといい、山北地区の海岸の岩
場に咲く花である。

サザンカ
　花の少ない冬に咲き、市内でも庭の植木や生垣として、あちら
こちらで見受けられる。

市の鳥

クマタカ
　全長72～80㎝の大型のタカ。成鳥では各部の横斑、縦斑が黒っ
ぽいが、幼鳥では斑紋が不鮮明で全体に白っぽく見える。平野部
を除く山地の森林、特に落葉広葉樹に生息し、巨木に営巣する。

ハヤブサ
　全長38～51㎝、ハト大の中型のタカ。先のとがった翼で速く飛
ぶ。海岸や河口、原野など開けた場所に生息し、岩石海岸や山地
の断崖で繁殖する。

推奨の木

スギ
　神社のご神木として古くからあがめられ、建築材のほか桶、樽
など生活に深いかかわりがあった。県内有数の林業地である本市
では、良質な市産材の生産体制整備を推進している。

マツ
　庭木として植えられているほか、海岸砂丘地にはクロマツ、山
地にはアカマツが多く育っている。海岸林は保安林で瀬波とお幕
場は約400年前にアカマツを植林した林だといわれている。

推奨の花

春
クロッカス

　荒川地区はクロッカスの球根生産量が日本一で、春の訪れを感
じさせてくれる。

カタクリ 　春早く咲く可憐な花で、市内の里山のどこにでも自生している。

夏

ヒマワリ
　太陽に向かって回るという俗説もあり、観賞用として広く栽培
され、親しまれている。

アジサイ
　観賞用として広く栽培されている。夏、梢の上に大形球状の花
房をつけ、多数の花を開く。

秋 ヤマハギ
　小さいが美しい季節感ただよう花で、秋の七草の一つである。
市内の里山では、どこででも見られる風景をつくりだす。

推奨の鳥

春

オオルリ
　春に渡来し、人里近い山地の樹林に生息し、沢の地上や崖に営
巣する。日本三名鳥の一つである。

サンコウチョウ
　春に渡来し、人里近い山地の樹林に生息し、ホオノキ木の小枝
に営巣する。長い尾羽と鳴き声が特徴的である。

キジ
　平地から低山にかけての草原、疎林に多数生息し、昔から身近
な鳥である。

夏 ウミネコ
　カモメ類の中で、ただ一種この地域で繁殖する。砂浜や岩礁海岸、
時には川の中流までさかのぼり、ゆったりと羽ばたいて飛翔する。

秋 ミサゴ
　頭部は白く、背面は濃褐色で、翼の下面は白地に褐色の縦横帯
がある。川面でホバリングし水面に突入して魚を獲る。

冬 ハクチョウ
　大池で羽を休め、水田で餌をついばむハクチョウ（オオハクチョ
ウ・コハクチョウ）の群れが、冬枯れの淋しい景色の中で心を和
ませてくれる。

これまでに委員会で候補としている木・花・鳥
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プラスチック製容器包装の分別収集

　７月から、荒川・神林・朝日地区でも「プラスチック製容器包装

（プラ）」の分別収集が始まりました。

　現在は試行期間ですが、10月からは本格収集になりますので、よ
り一層のごみの分別収集にご協力ください。

　また、村上・山北地区の皆さんも、これまで以上にごみの分別収

集にご協力ください。

◆プラスチック製容器包装「プラ」とは

　商品の容器や包装に使用されていたもので、商品（中身）が消費、または分離された際に不要になるプラ

スチックのことです。商品そのものは対象外です。

◆「プラ」と間違いやすいもの

　次のものは「プラ」ではありませんので「もえるごみ」の収集日に出してください

・プラスチック製の商品（プラスチック製の容器や包装でないもの）

　�バケツ、洗面器、じょうろ、衣装ケース、カセットテープ、ビデオテープ、ＣＤ・ＤＶＤ、ハンガー、ス
トロー、スプーン、歯ブラシ、スポンジ、定規、キーホルダー、おもちゃ、ビデオテープ・ＣＤなどの

ケース、クリーニング店の衣類カバーなど

◆「プラ」を出すときの注意

・ごみ指定袋に入れて出さないで

　�　「プラ」は「空きびん」、「空き缶」などと同じく資源ごみとして収集しますので、ごみ指定袋へ入れる
必要はありません。透明か、半透明の袋に入れて収集日に出してください。「プラ」に該当する大きな発

泡スチロールを出すときは、ひもで縛って出してください。（ネットに入れる地区もあります）

・汚れている「プラ」は「もえるごみ」の日に

　�　マヨネーズ・ケチャップなどの容器や、ねりわさび・からし・歯みがき粉などのチューブ、納豆の容器
など中身が汚れているもの、また、外側が汚れているものは「もえるごみ」として出してください。

●問い合わせ　環境衛生課生活環境室　☎53－2111（内線272）　または各支所市民生活課市民生活係
　　　　　　　　荒川支所　☎62－3101（内線115）、神林支所　☎66－6111（内線101）
　　　　　　　　朝日支所　☎72－6885、山北支所　☎77－3112

村上・山北地区の皆さんへ
　新たにプラスチック製容器包装の分別収集を開始した荒川・神林・朝日地区では、食品トレーやカップ麺

などの発泡スチロール製の容器を「プラ」として収集していますが、村上・山北地区では今までどおり食品

トレーやカップ麺の容器は「発泡」として収集します。※平成23年度からは「プラ」として収集する予定

村上・山北地区の皆さんへ
　新たにプラスチック製容器包装の分別収集を開始した荒川・神林・朝日地区では、食品トレーやカップ麺

などの発泡スチロール製の容器を「プラ」として収集していますが、村上・山北地区では今までどおり食品

トレーやカップ麺の容器は「発泡」として収集します。※平成23年度からは「プラ」として収集する予定

正しく分別して
資源として再利用しましょう

このマークが目印です

プラスチック製

容器包装
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鳥獣被害防止対策を進めています
　市では、昨年度に市内で実施した鳥獣による農作物被害調査に基づき、鳥獣被害防止対策を進めています。

　また、対策をさらに推進するために村上地域振興局、JAにいがた岩船、JAかみはやし、新潟県猟友会村上
支部などとともに、「村上市鳥獣被害防止対策協議会」を設立しました。協議会では今年度、次のような取

り組みを実施します。

●問い合わせ　農林水産課農政係☎53－2111（内線344）または各支所産業課農林水産係
　　　　　　　　荒川支所　☎62－3101（内線213）、朝日支所　☎72－6883
　　　　　　　　神林支所　☎66－6111（内線132）、山北支所　☎77－3115

ハクビシンによる被害例（スイカ）

対策ポイント

　食べ物がある場所を覚えるため、この写真の

ように被害跡地に食べ物が残っていたり、野菜

くずを捨てたりしていると頻繁に現れるように

なり被害を拡大してしまう。収穫期を過ぎた野

菜や野菜くずを農地に放置しないでください。

対策ポイント

　根菜類の被害は少なく、果樹やスイカのよう

な甘味のある農作物に被害が多い。

　同じ場所を好んで歩くため、「けもの道」がで

きやすい。連絡の際に、けもの道も見つけてい

れば捕獲の参考になりますので、お知らせくだ

さい。

ニホンザルによる被害例（ジャガイモ）

被害にあったらご連絡を
　市と猟友会村上支部では、連携して捕獲体制をとっています。次の写真のような被害や目撃情報がありま

したら、ご連絡ください。

推進体制の整備
・�鳥獣被害防止モデル集落を設置し、「集落ぐる
みの防止対策」、「サルを誘引しにくい集落環境

づくり」の試みを実施します。

・�鳥獣被害対策研修会を開催し、被害防止のため
の地域リーダーを育成します。

・�鳥獣被害防止啓発のため、パンフレットを作成
し配布します。

捕獲
・�ニホンザルとハクビシンの固体数調整のため、
箱わなを設置し、捕獲体制を強化します。

・�捕獲従事者の技術向上のため、猟友会村上支部
が実施する講習会への助成を行います。

被害防除
・�有害鳥獣の侵入を防止する電気柵の実証試験
を行っています。

・�有害鳥獣の撃退に効果があるとされているウルフ
ピー（オオカミの尿）の実証実験を行っています。

　今後の取り組みや成果は、市ホームページで紹

介します。

　　トップページ　→　目的別メニューの「農業」

　　　→村上市有害鳥獣被害防止対策協議会



2010.9.1　　10

〶

総合フィニッシュ

●問い合わせ　村上国際トライアスロン大会実行委員会事務局　TEL53－3399　FAX53－3389

★ボランティアを募集しています
　実行委員会では、大会当日のボランティアを募集しています。お手伝いの内容は、給水係（エ

イドステーションで選手に水を渡す）や交通監察員などです。選手の応援をスタッフとして一

緒にしてみませんか。参加を希望する人は、下記まで。

交通規制図

ご不便をおかけしますが、交通規制にご協力をお願いします

2010村上・笹川流れ国際トライアスロン大会
全日本女子エイジ別トライアスロン選手権大会　NTTトライアスロンジャパンカップ第７戦
2010トライアスロンエイジランキング対象大会　第15回新潟県選手権大会

９月26日㈰ 午前９時30分
START

SWIM　1.5㎞
（瀬波温泉海岸）

FINISH
午前11時20分頃から
（市役所前）

BIKE
40.0㎞
（笹川流れ）

RUN
10.0㎞

（村上市街地）

事務局　〒958－0837
　　　　村上市三之町２番33号　村上地区公民館２階
　　　　ホームページ　　http://www.iwafune.ne.jp/~triathlon/
　　　　メールアドレス　triathlon@iwafune.ne.jp

・�大会当日は周辺道路の混雑が予想されます。大変ご不便をおかけしますが、できるだけ規制時間内の運
転を控えていただくか、迂回道路を利用していただくようご協力をお願いします。

※�当日は、大会に伴う路線・高速バスでダイヤの変更があります。詳しくは、本号お知らせ版をご覧ください
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はじめようココロの健康づくり
　ストレス社会と呼ばれる今日、「うつ病は５人に１人がかかる」と言われています。しかし、うつ病は適

切な治療をすれば、休養とお薬で治すことができる病気です。また、ストレスを上手にコントロールすれば

十分に予防することができます。

●きちんと食事

１日３食をしっかり食べて、偏食

は避けましょう。

●ぐっすり睡眠

疲労やストレスで崩れた心身のバ

ランスを回復させます。

●適度な運動

体を動かせば気分がリフレッシュ

します。

●生活に楽しみを持つ

遊び心やおしゃれ心を持って、生

活に潤いを持たせましょう。

●規則正しい生活

早寝、早起きの規則正しい生活ス

タイルがストレスに強い心をつく

ります。

●ゆったり入浴

ぬるめのお湯にゆったりつかれ

ば、ストレスも洗い流せます。

●思い切って相談を

　１人で悩まず、知り合いの人などに話しにくいことは専門の相談窓口へ相談しましょう。

　下表のほかにも、毎月、市報お知らせ版で相談会や相談窓口を紹介しています。

相談窓口（無料） 電話番号 受付日・時間

新潟いのちの電話 ☎53－4343 毎日24時間

新潟県精神保健福祉センター ☎025－280－0113 月～金曜日（祝日を除く）８：30～17：00

村上市保健医療課（または各支所）☎53－2111 月～金曜日（祝日を除く）８：30～17：15

村上保健所 ☎53－8369 月～金曜日（祝日を除く）８：30～17：15

地域生活支援センターはまなす
☎50－7104 日～木曜日（祝日を除く）８：30～17：15

☎090－4923－2075 金・土曜日、日～木曜日の夜間

　そのほかにも、職場における不安や悩み、家庭生活における心の悩み、多重債務（借金問題）や各種法

律相談の窓口があります。まずはご相談ください。

［参考］　�新潟県ホームページ（「1人じゃない」で検索）の「セーフティネット相談窓口一覧（PDFファイ
ル）」

●問い合わせ　保健医療課健康増進係　☎53－2111（内線261～263）

　右表は、昨年と一昨年の新潟県と村上市における原因

別の死亡者数です。自ら命を断って亡くなる人は交通事

故で亡くなる人の２倍以上にも及ぶことが分かります。

　新潟県は自殺率が高く、平成21年の調査では全国ワー
スト６位となりました。本市においても、若い男性や高

齢者に多く、県内でも割合が高くなっています。

　新潟県では、９月10日の自殺予防デーの取り組みを拡大し、９月を「新潟県自殺対策推進月間」として、
予防対策を進めています。

　市では、９月12日㈰に自殺予防講演会「ココロの健康づくり」（詳細はお知らせ版３ページに掲載）や、
11月には朝日地区での講演会、冬季にはこころの健康講座を開催します。また、随時相談を受け付けてい
ますので、お困りのことや悩みごとがあればお気軽にご相談ください。

原因別の死亡者数

平成20年 平成21年

自殺 交通事故 自殺 交通事故

新潟県 665人 124人 711人 113人

村上市 20人 ８人 未発表 ８人

たった一人のあなたです。たった一つの命です（新潟県自殺対策キャッチフレーズ）
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移動図書館車の運行表（10月～平成23年３月）
●問い合わせ　中央図書館　☎53－7511

巡回地 停留場所 開館時間
下半期巡回日

10月 11月 12月 1月 2月 3月

村

上

地

区

吉浦 公民館 9:05－ 9:15

3日㈰
16日㈯

７日㈰

20日㈯
12日㈰
25日㈯

23日㈰
５日㈯

20日㈰
12日㈯

馬下 バス停前 9:25－ 9:35
上の山 駐在所前 15:00－15:15
岩船上大町 児童館前 15:20－15:30
岩船三日市 神社前 15:35－15:50
下山田 集落中央付近 9:00－ 9:20

９日㈯

24日㈰
13日㈯
28日㈰

18日㈯
16日㈰
29日㈯

13日㈰
５日㈯

20日㈰
大関 多目的集会施設 9:30－ 9:50
門前 公民館 10:00－10:20

四日市 公民館 8:55－ 9:05
２日㈯

17日㈰
６日㈯

21日㈰
11日㈯
26日㈰

22日㈯
６日㈰

19日㈯
13日㈰

荒

川

地

区

鳥屋 集落開発センター 10:40－10:50

３日㈰

16日㈯
７日㈰

20日㈯
12日㈰
25日㈯

23日㈰
５日㈯

20日㈰
12日㈯

金屋 農協倉庫 10:55－11:05
荒屋 神社前 11:10－11:20
長政 鈴木歯科医院駐車場 11:30－11:40
名割 消防小屋前 11:50－12:00
堤下団地 駐車場 13:20－13:35
十文字 集会所 13:40－13:50
坂町 ふれあいセンター 13:55－14:05
野口 集会所 14:10－14:20
花立 公会堂 11:20－11:35

10日㈰
23日㈯

14日㈰
27日㈯

19日㈰
15日㈯
30日㈰

12日㈯
６日㈰

19日㈯

貝附 消防器具置場前 11:40－11:55
梨木 神社前 13:05－13:20
上鍜冶屋 集会所 13:25－13:35
春木山 井上製材所前 13:40－13:50
荒島 集落開発センター 13:55－14:05
佐々木 集落開発センター 14:15－14:25

神

林

地

区

南田中 消防器具置場前 9:00－ 9:10

３日㈰

16日㈯
７日㈰

20日㈯
12日㈰
25日㈯

23日㈰
５日㈯

20日㈰
12日㈯

北新保 川崎酒店前 9:15－ 9:25
塩谷 神社前 9:40－ 9:50
松和町 小学校前 9:55－10:05
福田 旧公会堂 10:20－10:30
飯岡 小田治夫宅裏手 9:00－ 9:10

10日㈰
23日㈯

14日㈰
27日㈯

19日㈰
15日㈯
30日㈰

12日㈯
６日㈰

19日㈯

山田 旧公会堂 9:15－ 9:30
松沢 集落開発センター 9:50－10:00
平林 公会堂 10:10－10:25
湯ノ沢 集落開発センター 10:30－10:40
川部 消防小屋前 10:45－10:55
小岩内 公会堂 11:00－11:10
宿田 旧公会堂 15:00－15:15
牛屋 公民館 15:20－15:35
山屋 集落センター 8:55－ 9:05

２日㈯

17日㈰
６日㈯

21日㈰
11日㈯
26日㈰

22日㈯
６日㈰

19日㈯
13日㈰

里本庄 集落入口 9:10－ 9:25
殿岡 集落センター 9:30－ 9:40
指合 研修センター 9:45－ 9:55
南大平 消防小屋前 10:00－10:10
有明 神納小学校前 10:35－10:45
桃川 東膳寺付近 10:50－11:00
河内 公会堂 11:10－11:20

※停留場所の名称は敬称略
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巡回地 停留場所 開館時間
下半期巡回日

10月 11月 12月 1月 2月 3月

朝

日

地

区

古渡路 神社前 9:10－ 9:20

2日㈯
17日㈰

６日㈯

21日㈰
11日㈯
26日㈰

22日㈯
６日㈰

19日㈯
13日㈰

小川 公会堂 9:25－ 9:35
宮ノ下 消防小屋前 9:45－ 9:55
鵜渡路 集落センター 10:05－10:15
上野 公民館 10:20－10:30
猿沢 鬼原酒店前 10:50－11:00
檜原 公会堂 11:10－11:20
板屋越 集落開発センター 11:25－11:35
早稲田 研修センター 11:40－11:50
塩野町 郵便局前 11:55－12:05
大須戸 担い手センター前 13:15－13:25
本小須戸 消防小屋脇 13:30－13:40
高根 高根バス停前 14:05－14:15
北大平 宇鉄喜一宅前 14:25－14:35
関口 公民館前 14:40－14:50
中野 高野商店付近 15:20－15:30
薦川 集落入口 15:40－15:50
あけぼの団地 郵便ポスト前 10:50－11:10

９日㈯

24日㈰
13日㈯
28日㈰

18日㈯
16日㈰
29日㈯

13日㈰
５日㈯

20日㈰

上十川 ごみ置場付近 11:15－11:35
下新保 高田集会所 11:40－12:00
新屋 集落センター 13:20－13:40
笹平 村上桜ヶ丘高実習棟前 13:55－14:15
瑞雲 担い手センター 14:20－14:40
小揚 バス停付近 14:55－15:15
大場沢 会館前 15:35－15:55
蒲萄 峠の加工所駐車場 9:10－ 9:20

10日㈰
23日㈯

14日㈰
27日㈯

19日㈰
15日㈯
30日㈰

12日㈯
６日㈰

19日㈯

山

北

地

区

大沢 防火用水前 9:35－ 9:45
大毎 満願寺 9:55－10:10
北中 耕太寺前 10:20－10:30
中津原 林道入口 10:35－10:45
上大鳥 集落開発センター 10:50－11:00
下大蔵 集落開発センター 11:25－11:35
勝木 中町バス停 11:40－11:50
府屋 さんぽく会館 13:00－13:10
温出 給食センター脇 13:15－13:25
塔下 消防小屋 13:30－13:40
興屋 作業所前 13:55－14:05
中継 公民館 14:10－14:20
山熊田 集落入口 14:35－14:45
荒川口 集落林業センター 15:15－15:25
桑川 夕日会館駐車場 9:45－ 9:55

３日㈰

16日㈯
７日㈰

20日㈯
12日㈰
25日㈯

23日㈰
５日㈯

20日㈰
12日㈯

今川 駅前 10:15－10:25
寒川 本間酒店前 10:35－10:45
越沢 庚申塚の前 10:55－11:05
寝屋 集落開発センター 11:15－11:25
碁石 北側防火用水前 11:30－11:40
岩崎 ふれあいセンター 12:50－13:00
中浜 農村研修センター 13:10－13:20
伊呉野 佐藤猛夫宅前 13:25－13:35
雷 ふるさと会館 14:15－14:25
小俣 消防器具置場前 14:45－14:55
杉平 集落林業センター 15:10－15:20

※停留場所の名称は敬称略
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　平成22年度村上市成人式が８月15日㈰、村上市民ふれ
あいセンターで行われました。

　今年の新成人は、平成２年４月２日～平成３年４月１

日生まれの710人で、参加者は486人（男性249人・女性237
人）でした。

　ドレス姿などの新成人は、旧友との再会を喜び、式典

後に行った各中学校単位の記念撮影では、希望に満ちあ

ふれた笑顔が見られました。

　今年で二十歳を迎え、晴れ

て大人の仲間入りをします。

今までの私自身を見つめ直す

と、社会人的、精神的にもま

だまだ子どもで至らないとこ

ろがたくさんあると思いまし

た。

　成人を迎えた機に、責任あ

る行動を心掛け、少しずつ胸

の張れる大人になれるように

努力を続け、充実した生活を

送りたいです。

閉式の言葉

相馬香奈子さん

＝早稲田＝

式の運営に協力してくれた成人者から一言

　たくさんの人に支えられな

がら、無事に成人式を迎えら

れ、すごく感謝しています。特

にここまで育ててくれた両親

へは「ありがとう」という気持

ちでいっぱいです。これからは

私たちも社会を担う大人の一

員です。まだまだ未熟ではあり

ますが、たくさんの教えを胸

に、いろんなことに挑戦し、広

い視野を持った大人になれる

よう学んでいきたいです。

誓いの言葉

板垣美里さん

＝寺尾＝

　大人になるにつれて自由が

増え、自分のやりたいことを

できるようになる反面、自分

に課せられる責任や義務も多

くなります。大人として、恥

ずかしくない行動を日ごろか

らしていきたいと思います。

そして、自分の夢に向かって

常に目標を持ち、決して諦め

ないで、すごくハッピーな人

生を送りたいです。

　成人となった今、大切な人

を守り、支えることのできる

大人になることを目標にして

います。

　この20年間は家族や仲間に
見守られ、助けられてきまし

たが、これからは、一人の大

人として、大切な人たちを

守っていける人間になりたい

です。そして、私のそばにい

てくれる人たちへ、感謝の気

持ちを伝えていきたいです。

記念品受取

遠山桃子さん

＝高根＝

開式の言葉

松田久美さん

＝下新保＝

式の運営に協力してくれた成人者から一言式の運営に協力してくれた成人者から一言
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９
月
17
日
㈮
〜
19
日
㈰
に

中
国
上
海
市
で
開
催
さ
れ
る

世
界
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
に
市
内
か
ら
鈴
木
寿
憲

さ
ん
（
中
原
）
と
相
馬
義
則

さ
ん
（
吉
浦
）
が
日
本
代
表

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

　

日
本
代
表
チ
ー
ム
に
は
、

近
年
の
全
日
本
選
手
権
大
会

な
ど
の
優
勝
・
準
優
勝
チ
ー

ム
と
、
各
都
道
府
県
加
盟
団

体
を
通
し
て
選
考
さ
れ
た

チ
ー
ム
の
15
チ
ー
ム
が
出
場
。
こ
の
う
ち
の
１
チ
ー
ム
に
新
潟
市
に
あ

る
鈴
木
さ
ん
と
相
馬
さ
ん
が
所
属
し
て
い
る
「
Ｔ
Ｋ
Ｅ
」
チ
ー
ム
が
選

考
さ
れ
ま
し
た
。

　

練
習
日
は
、
チ
ー
ム
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
新
潟
市
に
あ
る
た
め
、

土
・
日
曜
日
が
中
心
で
、
平
日
は
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
地
元
に
あ
る

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
練
習
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

世
界
大
会
出
場
に
あ
た
っ
て
、
鈴
木
さ
ん
は
「
調
子
が
よ
い
の
で
、

こ
の
ま
ま
の
い
き
お
い
で
世
界
タ
イ
ト
ル
を
と
り
た
い
」、
相
馬
さ
ん

は
「
今
回
は
、前
回
の
ア
ジ
ア
選
手
権
に
続
い
て
の
世
界
大
会
出
場
で
、

前
回
の
経
験
を
い
か
し
て
、
よ
い
結
果
が
だ
せ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た

い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

４
年
に
１
回
の

　

世
界
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　

選
手
権
大
会
に
出
場

非自発的失業者※の
国民健康保険税額の軽減
～該当する人は申請を～

　平成21年３月31日以降に会社の倒産や解雇など
で職を失い、失業給付を受給している人の国民健康

保険税は、その算定の基礎となる前年の給与所得を

100分の30とみなして計算することができます。
　この軽減を受けるためには届け出が必要となり

ますので、詳しくは市役所本庁保健医療課国保係に

お問い合わせください。

※�非自発的失業者とは、「倒産・解雇などによる離
職」や「雇い止めなどによる離職」など、勤め先

の都合で職を失った人をいいます

●問い合わせ

　保健医療課国保係

　☎53－2111（内線251～253）

この軽減措置に該当する人は

「雇用保険受給資格者証」の「離職理由」の欄に

『11』、『12』、『21』、『22』、『23』、『31』、『32』、
『33』、『34』のいずれかの数字がある人です。

後期高齢者医療制度の
保険料の納付方法

～年金天引きを口座振替に変更できます～

　後期高齢者医療制度の保険料を納める方法には、

『特別徴収』と『普通徴収』があります。

　『特別徴収』とは、年金の支払月に、年金から保

険料を天引きして納める方法。

　『普通徴収』とは、納付書や口座振替で保険料を

納める方法です。

　『特別徴収』を『普通徴収』の口座振替に変更す

ることが可能です。希望する人は届け出が必要とな

りますので、振替口座の預金通帳、通帳の届け印、

保険証をご用意のうえ、市役所本庁税務課、または

各支所市民生活課税務係、各連絡所で手続きをして

ください。

●問い合わせ

　税務課保険税係　☎53－2111（内線223、224）

平成22年９月末ま
でに変更申出書を

提出し、受け付けさ

れた人

平成22年12月分か
ら『特別徴収』を中

止し、『普通徴収』の

口座振替開始

鈴木さん 相馬さん
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さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※�それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる
ように上記イラストを掲載しています

　

７
月
17
日
㈯
、
新
保
岳
（
塩
野
町
・
標
高
８
５
２

ｍ
）
で
岩
船
地
方
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
に
よ
る
山

岳
遭
難
救
助
訓
練
が
、
一
般
参
加
者
６
人
を
含
む
39

人
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
出
発
前
に
安
全
な
登
山
の
た
め
に
必

要
な
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
使
い
方
の
説
明
を
受
け
、ま
た
、登
山

の
途
中
で
は
消
防
隊
員
か
ら
、
三
角
巾
を
使
っ
て
止

血
す
る
応
急
処
置
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
一
般
参

加
者
の
小
川
敏
子
さ
ん
（
羽
黒
口
）
は
「
三
角
巾
の
使

い
方
で
は
、コ
ツ
を
つ
か
む
の
が
難
し
か
っ
た
が
、こ

れ
か
ら
は
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て
ぜ
ひ
持
っ
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
は
、初
心
者
だ
け
で
な
く
、山
に
慣
れ
た
ベ
テ

ラ
ン
も
遭
難
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
無
理

の
な
い
計
画
で
登
山
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

装
備
万
全
で
楽
し
い

登
山
を

あさひ

　

呼
吸
や
心
臓
が
停
止
し
て
、脳
が
無
酸
素
状
態
で
生

き
ら
れ
る
の
は
約
３
分
。救
急
車
の
出
動
を
要
請
し
て

到
着
す
る
ま
で
は
、全
国
平
均
で
約
７
・
７
分（
平
成
20

年
度
）か
か
る
た
め
、私
た
ち
市
民
に
よ
る
応
急
手
当

が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
29
日
㈭
、村
上
第
一
中
学
校
生
徒
会
の
保
健
委

員
会
で
は
、村
上
市
消
防
本
部
で
普
通
救
命
講
習
を
受

講
し
、23
人
が
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学

び
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
約
３
時
間
で
学
べ
る
普
通
救
命
講
習
を

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
習
の
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

村
上
市
消
防
本
部
警
防
課
救
急
企
画
係

　

☎
53
‐
７
２
２
３

い
ざ
と
い
う
と
き

　

行
動
で
き
る
よ
う
に

むらかみ

　

７
月
25
日
㈰
、
神
林
総
合
体
育
館
を
会
場
に
第
２

回
新
潟
県
ス
ポ
レ
ッ
ク
協
会
杯
ス
ポ
レ
ッ
ク
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
レ
ッ
ク
と
は
、
糸
魚
川
市
が
発
祥
の
地
と
い

わ
れ
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
を
使
い
、シ
ャ
フ
ト

の
短
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ラ
ケ
ッ
ト
で
ス
ポ
ン
ジ

ボ
ー
ル
を
打
ち
合
う
競
技
で
す
。

　

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
手

軽
に
楽
し
め
、
今
大
会
も
県
内
外
か
ら
14
歳
か
ら
76

歳
ま
で
の
１
２
０
人
が
参
加
。

　

当
日
は
、気
温
30
度
を
超
え
る
蒸
し
暑
い
中
、参
加

者
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

男
女
混
合
Ｂ
の
部
で
３
位
に
入
賞
し
た
渡
辺
優
子

さ
ん（
か
み
は
や
し
ス
ポ
レ
ッ
ク
協
会
）は
、「
今
回
は

ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
新
調
し
、
成
績
も
良
く
て
よ
か
っ
た

で
す
」と
入
賞
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
潟
県
ス
ポ
レ
ッ
ク
協
会
杯

　

ス
ポ
レ
ッ
ク
大
会

かみはやし
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７
月
31
日
㈯
、
普
済
寺
（
大
場
沢
）
の
本
堂
で
村
上

総
合
病
院
の
助
産
師
で
誕
生
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
臼

井
祐
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き「
命
の
授
業
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

臼
井
さ
ん
は
、「『
命
』は
お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中
で

０
・
13
㎜
と
い
う
大
き
さ
か
ら
始
ま
り
、
家
族
や
周

り
の
す
べ
て
の
人
か
ら
愛
さ
れ
て
き
た
か
ら
今
あ
る

姿
ま
で
大
き
く
成
長
で
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
成
長

を
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
赤
ち
ゃ
ん
自
身
も
み
ん
な

を
喜
ば
せ
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
、が
ん
ば
っ
て『
命

の
道
』を
通
っ
て
産
ま
れ
て
き
た
」こ
と
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
し
い
命
が
自
分
の
お
腹
の
中
で
成
長
し
て
い
く

様
子
や
初
め
て
抱
い
た
と
き
の
感
動
を
話
し
て
く
れ

た
参
加
者
の
顔
を
真
剣
に
見
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

産
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う

あさひ

　

荒
川
地
区
の
保
内
・
金
屋
小
学
校
６
年
生

に
よ
る
水
泳
交
歓
会
が
、７
月
27
日
㈫
、保
内

小
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
で
、
か
な
り
の
暑
さ
と
な
り

ま
し
た
が
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
大
勢
の
保

護
者
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
子
ど
も
た
ち
の

精
一
杯
泳
ぐ
姿
を
見
守
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
こ
の
交
歓
会
に
向
け
て
課
外
練
習

を
続
け
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
両
校
に
よ
る

ト
ッ
プ
争
い
の
時
に
は
、
一
段
と
大
き
な
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、泳
ぎ
が
苦
手

な
子
に
も
み
ん
な
で「
が
ん
ば
れ
ー
」と
声
援

す
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

競
技
後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
全
員
で
プ
ー

ル
の
中
を
歩
い
て
「
流
れ
る
プ
ー
ル
」
を
作

り
、両
校
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

荒
川
・
山
北
地
区

　

小
学
校
水
泳
大
会

あらかわ

　

７
月
31
日
㈯
、稲
穂
が
風
に
ゆ
れ
、セ
ミ
の
声
が
響

く
、自
然
い
っ
ぱ
い
の
長
津
研
修
セ
ン
タ
ー
で「
太
陽

に
負
け
な
い
！
元
気
に
遊
ぼ
う
♪
」を
テ
ー
マ
に
、今

年
度
初
め
て
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

外
遊
び
で
は
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
駆
け
回
り
、川
遊
び
で
は
割
り
ば
し
と
針
で「
ヤ

ス
」を
作
り
、大
人
も
子
ど
も
も
夢
中
に
な
っ
て
川
の

中
を
の
ぞ
き
込
ん
で
カ
ジ
カ
を
探
し
ま
し
た
。
カ
ジ

カ
を
捕
ま
え
た
鈴
木
陸
く
ん
（
布
部
）
は
「
楽
し
か
っ

た
。ま
た
家
族
で
来
た
い
」と
大
き
な
カ
ジ
カ
を
自
慢

げ
に
見
せ
な
が
ら
、笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
は
小
学
生
を
対
象
に

年
４
回
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
週
末
に
友
達
や
家
族

で
参
加
し
て
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
焼
け
な
ん
て

　

気
に
し
な
い
！

あさひ

　

ま
た
、山
北
地
区
で
は
、７
月
28
日
㈬
に
村

上
市
水
泳
記
録
会
山
北
地
区
大
会
が
、
さ
ん

ぽ
く
南
小
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
、
さ
ん
ぽ

く
北
、南
小
学
校
の
５
、６
年
生
に
よ
る
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
会
長
の
本
間
み
つ
子
さ
ん
（
さ
ん
ぽ

く
南
小
学
校
長
）
は
、
こ
の
大
会
は
「
記
録
会

と
い
う
よ
り
、
泳
げ
な
い
子
を
な
く
そ
う
と

い
う
意
味
合
い
が
大
き
く
、
昨
日
ま
で
25
ｍ

泳
げ
な
か
っ
た
子
に
も
、
今
日
は
泳
ぎ
き
っ

て
欲
し
い
」と
話
し
、児
童
た
ち
に「
頑
張
れ
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、仲
間
や
保
護
者
、地
域
の
人

の
応
援
に
懸
命
の
泳
ぎ
で
応
え
、
水
し
ぶ
き

を
上
げ
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。

　

６
年
男
子
25
ｍ
、
50
ｍ
自
由
形
で
優
勝
し

た
南
小
学
校
の
大
滝
凱か

い

斗と

く
ん
は
「
放
課
後

に
教
頭
先
生
に
教
え
て
も
ら
い
練
習
を
し

た
。
新
記
録
は
出
な
か
っ
た
け
ど
優
勝
で
き

て
よ
か
っ
た
。」と
満
足
そ
う
な
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

さんぽく
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ゆ
め
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
教
室

かみはやし

　

「
清
流
」あ
ら
か
わ
を
考
え
る
流
域
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
荒
川
と

里
山
と
田
畑
の
め
ぐ
み
体
験
」
が
８
月
７
日

㈯
、
神
林
水
辺
の
楽
校
な
ど
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
や
保
護
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参

加
。参
加
者
は
５
つ
の
班
に
別
れ
、荒
川
で
は

水
生
生
物
や
石
を
観
察
、
水
辺
の
楽
校
で
は

イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
取
り
や
お
幕
場
で
松
の
芽

生
え
を
観
察
し
た
後
に
は
、
畑
で
野
菜
を
収

穫
し
ま
し
た
。そ
し
て
、捕
っ
た
イ
ワ
ナ
や
収

穫
し
た
野
菜
を
自
分
た
ち
で
料
理
し
て
食
べ

る
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
の
感
想
発
表
で
は
、「
一

番
楽
し
か
っ
た
の
は
何
」
と
の
問
い
に
、「
全

部
」
と
答
え
る
子
も
い
て
、「
ふ
る
さ
と
の
恵

み
」を
思
う
存
分
満
喫
で
き
た
一
日
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
恵
み
を
満
喫

あらかわ

　

み
ん
な
で
協
力
し
て
作
業
す
る
キ
ャ
ン
プ

を
通
し
て
、
団
体
行
動
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、山
北
緑
の
少
年
団
に
よ
る「
チ
ャ
レ
ン
ジ

キ
ャ
ン
プ
」
が
７
月
30
日
㈮
・
31
日
㈯
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
21
人
、
指
導
者
11
人
で
遊
歩
道
の
散

策
・
川
で
の
水
遊
び
・
食
事
作
り
・
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
が
一
番
苦
戦
し
た
の
が
食
事
作
り

の
よ
う
で
し
た
。
火
起
し
や
飯
ご
う
で
の
ご

飯
炊
き
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
の
ホ
ッ
ト

ド
ッ
ク
作
り
な
ど
、
初
め
て
体
験
す
る
こ
と

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
を
振
り
返
り
「
み
ん
な
で
協
力

し
て
テ
ン
ト
の
準
備
や
食
事
づ
く
り
が
で
き

た
」と
話
す
子
ど
も
た
ち
。力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
、
体
験
を
通
し
て

学
べ
た
よ
う
で
す
。

“
初
め
て
”を
み
ん
な
で

　
　
　
　
　
　

頑
張
っ
た

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
」

　

８
月
７
日
㈯
、
神
林
総
合
体
育
館
を
会
場
に
神

林
・
荒
川
地
区
の
小
学
生
68
人
が
参
加
し
て
希
楽
々

主
催
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
の
齋
藤
崇

人
選
手
と
鳴
海
亮
選
手
が
、子
ど
も
た
ち
に
厳
し
く
、

と
き
に
は
笑
い
あ
り
の
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
を
披
露

し
、指
導
し
ま
し
た
。

　

教
室
の
後
、
両
選
手
と
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ゲ
ー

ム
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
身
長
の
高
い
選
手
の
す

き
間
を
ぬ
っ
て
シ
ュ
ー
ト
。
齋
藤
選
手
の
ス
リ
ー
ポ

イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
る
と
子
ど
も
た
ち
か
ら
た

め
息
が
で
る
な
ど
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。最
後
に
サ
イ
ン
会
が
あ
り
、子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
と

な
り
ま
し
た
。

夏
の
夜
空
を
彩
る

　

尺
玉
１
０
０
連
発

あらかわ

さんぽく

　

荒
川
地
区
で
は
、８
月
６
日
㈮
・
７
日
㈯
の

２
日
間
に
わ
た
り
、
あ
ら
か
わ
大
祭
が
開
催

さ
れ
、
大
民
謡
流
し
や
花
火
大
会
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

６
日
の
大
民
謡
流
し
に
は
、
20
団
体
の
約

９
０
０
人
が
参
加
し
、
各
団
体
が
趣
向
を
凝

ら
し
た
プ
ラ
カ
ー
ド
と
と
も
に
駅
前
通
り
を

踊
り
流
し
て
、
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
日
の
大
花
火
大
会
に
も
大
勢
の

人
が
観
覧
に
訪
れ
ま
し
た
。
観
覧
者
か
ら
は
、

「
打
ち
上
げ
場
所
の
近
く
で
見
ら
れ
る
の
で

す
ご
い
迫
力
」
と
興
奮
し
た
様
子
で
話
し
、
最

後
は
恒
例
の
尺
玉
１
０
０
連
発
で
、
大
祭
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。
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８
月
20
日
㈮
、
空

手
着
姿
の
子
ど
も
た

ち
７
人
が
市
役
所
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
子
ど
も
た
ち

は
、
空
手
道
糸
東
会

の
北
信
越
大
会
で

「
組
み
手
」
や
「
形
」
の

種
目
で
３
位
以
内
に

入
り
、
８
月
28
日
㈯

に
大
阪
市
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場

が
決
ま
っ
た
市
内
の

選
手
た
ち
で
す
。

　

市
長
と
の
面
会
で

は
、力
強
い
突
き
を
披
露
し
て「
新
潟
県
の
代

表
と
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と
頼
も
し
く

誓
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

※�

写
真
の
右
か
ら
、前
島
元
汰
く
ん（
福
田
）、

伊
藤
愛
雅
く
ん
（
下
鍛
冶
屋
）
、
桜
井
隼し

ゅ
ん

く

ん（
福
田
）、渡
邊
京
祐
く
ん（
山
口
）、髙
野

あ
す
か
さ
ん
（
大
津
）
小
池
心
さ
ん
（
羽
ヶ

榎
）小
池
廉れ

ん

人と

く
ん（
大
津
）

空
手
道
全
国
大
会
出
場

県
代
表
と
し
て

　
　
　
　

頑
張
り
ま
す
！

むらかみ

　

県
大
会
で
上
位
の
成
績
を
修
め
、
見
事
全

国
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
入
れ
た
市
内
中

学
校
の
生
徒
が
、
８
月
９
日
㈪
に
市
長
を
訪

問
し
、激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
３
位
以
上
を
狙
う
」（
加
藤
く
ん
）、「
自
己
ベ
ス

ト
を
更
新
し
、決
勝
へ
進
み
た
い
」（
市
岡
く
ん
）、

「
速
い
選
手
が
い
る
中
で
自
己
ベ
ス
ト
を
出
し
た

い
」（
佐
藤
武た

け
る
く
ん
）、「
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
て

予
選
を
通
過
し
た
い
」（
佐
藤
桃
さ
ん
）と
そ
れ
ぞ

れ
意
気
込
み
を
述
べ
、大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
は
８
月
19
日
㈭
〜
23
日
㈪
に

開
催
さ
れ
、結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
柔
道
男
子（
66
㎏
級
）一
回
戦
敗
退

　

加
藤　

辰し
ん

弥や

く
ん（
山
北
中
学
校
）

・
陸
上
男
子（
４
０
０
ｍ
）準
決
勝
敗
退

　

市
岡　

匠
く
ん（
村
上
第
一
中
学
校
）

・
陸
上
男
子（
２
０
０
ｍ
）予
選
敗
退

　

佐
藤　

武
く
ん（
村
上
第
一
中
学
校
）

・
陸
上
女
子（
１
０
０
ｍ
）予
選
敗
退

　

佐
藤　

桃
さ
ん（
村
上
第
一
中
学
校
）

全
国
大
会
出
場（
４
選
手
）

〜
中
学
校
総
合
体
育
大
会
〜

むらかみ

　

８
月
７
日
㈯
〜
10
日
㈫
に
標
記
大
会
が
伊
豆
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ｂ
野
球
と
は
、軟
式
と
硬
式
の
間
ぐ
ら
い
の
固
さ

を
持
つ
ボ
ー
ル
を
使
用
す
る
野
球
で
、ル
ー
ル
は
一
般

の
野
球
と
同
じ
で
す
。こ
の
大
会
は
、全
国
各
地
区
の

選
抜
チ
ー
ム
な
ど
が
地
区
予
選
を
突
破
し
、全
国
に
出

場
し
ま
す
。

　

新
潟
県
は
、
下
越
地
区
選
抜
の
「
新
潟
Ｋ
Ｂ
ク
ラ

ブ
」
が
進
出
し
、
中
に
は
市
内
の
中
学
生
も
選
抜
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
選
抜
さ
れ
た
の
は
、
荒
川
中
学
校

３
年
の
臼う

す

井い

奎け
い

太た

く
ん
と
、山
北
中
学
校
３
年
の
大お

お

鷹た
か

郁ふ
み

哉や

く
ん
の
２
人
。そ
れ
ぞ
れ
が
気
持
ち
を
奮
い

立
た
せ
て
１
回
戦
の
兵
庫
県
代
表
の
報
徳
学
園
中

ク
ラ
ブ
と
の
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
惜
し
く
も
６
対
３
で
敗
れ
ま
し
た
が
、臼
井

く
ん
は「
ク
ラ
ブ
の
選
手
と
一
緒
に
大
会
に
臨
み
、全
国

の
野
球
レ
ベ
ル
を
体
感
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
」、大
鷹
く
ん
は「
ク
ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
全
国
大
会
に

出
場
し
、一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。18

人
で
全
力
プ
レ
ー
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
」と

話
し
、と
も
に
夏
の
思
い
出
を
残
し
た
よ
う
で
す
。

全
国
に
挑
戦
！
第
10
回

Ａ
Ａ
全
国
中
学
生
Ｋ
Ｂ

野
球
選
手
権
大
会
in
伊
豆

むらかみ

　

山
熊
田
地
域
の
夏
の
夜
空
を
赤
く
焦
が
す
「
焼
畑

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」
が
８
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
参
加
者
や
地
元
ス
タ
ッ
フ
、
日
本
大
学
研
修

生
の
総
勢
40
人
は
、７
日
午
後
６
時
30
分
、地
ご
し
ら

え
を
し
た
約
０
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
雑
木
林
に
火
を

入
れ
、山
焼
き
を
行
い
、翌
朝
赤
カ
ブ
の
種
を
ま
き
ま

し
た
。

　

山
焼
き
は
、
周
り
に
燃
え
移
ら
な
い
よ
う
注
意
を

払
い
な
が
ら
、炎
で
熱
い
中
で
の
過
酷
な
作
業
で
す
。

こ
の
農
法
は
、周
囲
を
山
林
で
囲
ま
れ
、灰
を
活
か
し

た
生
活
・
文
化
が
、
今
も
生
き
づ
い
て
い
る
山
北
地

区
な
ら
で
は
の
生
業
で
あ
り
、
山
北
の
次
代
へ
伝
え

て
い
く
べ
き
宝
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

　

山
林
伐
採
地
の
減
少
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す

が
、夏
の
夜
に
山
々
が
赤
く
輝
く
光
を
、後
世
ま
で
と

も
し
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

後
世
に
伝
え
る
べ
き

　

農
法
を
体
験

「
焼
畑
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」

さんぽく
右
か
ら
大
鷹
く
ん
、
臼
井
く
ん

左から佐藤桃さん、佐藤武くん、
市岡くん、加藤くん

【
訂
正
】７
月
１
日
号
本
紙「
村
上
の
話
題
」で
紹

介
し
た『
氷
砕
船「
初
代
し
ら
せ
」ス
ク
リ
ュ
ー

ブ
レ
ー
ド
除
幕
式
』の
記
事
中
、標
題
と
本
文
に

記
載
し
た「
氷
砕
船
」は「
砕
氷
船
」の
誤
り
で
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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認 知 症
～記憶障がいの対応～

　認知症による物忘れは、体験そのものを忘れてしまいます。例えば、ご飯を食べた記憶がなく「ご飯はま

だ」と言ったり、１日に何度も同じことを繰り返して話をしたりすることがあります。

　介護では、否定してはいけないと分かっていても「さっき言ったでしょう」とか「何度も言わせないで」

などと、つい興奮して怒ってしまいがちです。でも、本人は言われたことはすぐに忘れ、「困っているとき

に、しかる怖い人」と不快な感情だけが残ってしまいます。身近にいる家族としては、「しっかりしてほし

い」という気持ちや、気持ちにゆとりがないことが原因で、ついしかったり、責めたりしてしまいがちです

が、これは本人の「自尊心」を傷つけ、症状の悪化さにつながります。

　自分自身におきかえて想像してみてください。相手がやさしく分かりやすい言葉を選び、穏やかな表情で、

ゆっくり話しかけてくれると心が落ち着きます。認知症のご本人も同じです。分かる言葉で簡単に繰り返し、

話しかけることで安心感を持つことができます。場合によっては、メモに書いてあげてもよいでしょう。

　次回は、「もの取られ妄想について」です。

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511 ㈹

【中央図書館新着図書】
◆　新潟大人の遠足Refi�ne
◆　禊

みそぎ

の塔　羽
はぐろさんごじゅうのとうそくぶん

黒山五重塔仄聞（久木綾子）

◆　吸涙鬼　Lovers�of�Tears（市川拓司）
◆　イトウの恋（中島京子）

◆　ヌれ手にアワ（藤谷治）

◆　闇彦（阿刀田高）

◆　八月の魔法使い（石持浅
あさ

海
み

）

◆　赦
ゆる

し（矢口敦子）

◆　昭和二十年夏　、女たちの戦争（梯
かけはし

久美子）

◆　ぼくはこうやって詩を書いてきた（谷川俊太郎）

◆　カー・セキュリティー完全マニュアル

◆　フルーツ缶でおやつマジック！

◆　新潟県満州開拓史（高橋健男）

○　まよわずいらっしゃい（斉藤洋）

○　なんかのケロくん（山下明生）

○　ミムス　　宮廷道化師（リリ・タール）

○　ねずみさんのおかいもの（多田ヒロシ）

○　のろのろひつじとせかせかひつじ（蜂
はち

飼
かい

耳
みみ

）

○　でんしゃはうたう（みねおみつ）

○　まるまるまるのほん（エルヴェ・テュレ）

○　みんなわんわん（内田かずひろ）

○　新電車大集合1616点

図書館職員のおすすめ本
おつきみどろぼう

　おだんごをだれも食べてくれない、

というおおかみに、おばあさんはおだ

んごづくりをおしえます。

包括支援センターだより

その5

●問い合わせ

　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線364）、または各支所地域福祉課介護保険係

中央図書館学習室で

パソコンを使用する人へ

　中央図書館では、学習室の「パソコン使用可能席」

（２テーブル12席）に限り、パソコンを持ち込んで
使用することができます。使用される際は、次の点

にご注意ください。

◆学習目的以外の使用はできません。

◆施設の電源は使用できません。

◆音は消してください。

◆�操作音が他の人の迷惑にならないようお気をつけ
ください。

※�他の利用者の妨げになる場合、使用を止めていた
だくことがあります

◎�学習室は静かに学習するための部屋です。利用す
る人は、お互い学習に集中できるよう、マナーを

守って気持ちよく利用しましょう。
◆…一般書　○…児童書
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た
。

　

給
食
は
、キ
ュ
ウ
リ
の
ほ
か
に
ピ
ー
マ
ン
や

カ
ボ
チ
ャ
、ナ
ス
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
夏
野
菜

の
カ
レ
ー
。「
ど
ん
な
味
が
す
る
の
か
な
」と
子

ど
も
た
ち
も
興
味
津
々
で
す
。

　

「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
み

ん
な
で
一
斉
に
食
べ
ま
し
た
。食
べ
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
「
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
し
て
、
お
い
し

く
な
い
」
、
カ
レ
ー
を
お
か
わ
り
す
る
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
「
キ
ュ
ウ
リ
は
い
ら
な
い
よ
」
と

の
感
想
。

　

子
ど
も
た
ち
も
食
べ
物
に
よ
っ
て
お
い
し

い
食
べ
方
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

生
野
菜
の
よ
さ
を
今
ま
で
以
上
に
身
近
に
感

じ
た
よ
う
で
す
。

食
育
だ
よ
り

　

皆
さ
ん
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
キ
ュ
ウ
リ
を

入
れ
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
今
回
の
食

育
だ
よ
り
は
、「
お
い
し
い
食
べ
方
」の
お
話
で

す
。

　

三
面
保
育
園
で
は
、
畑
で
た
く
さ
ん
の
種
類

の
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
毎
朝
、
子
ど
も
た

ち
は
、
こ
の
野
菜
を
収
穫
す
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
は
、
カ
リ
カ
リ
ッ
と
し
た
食
感
が

お
い
し
い
野
菜
で
す
が
、
毎
日
の
よ
う
に
採
れ

る
の
で
、
さ
す
が
に
食
べ
飽
き
て
き
ま
す
。

キ
ュ
ウ
リ
が
、
た
く
さ
ん
採
れ
た
日
、
子
ど
も

た
ち
か
ら「
ま
た
、キ
ュ
ウ
リ
の
漬
物
か
ぁ
」と

一
言
。
そ
れ
な
ら
「
大
好
き
な
カ
レ
ー
の
中
に

入
れ
て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

メ
タ
ボ
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
！（
そ
の
２
）

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
メ
タ
ボ
）の
予

防
に
は
、運
動
と
食
事
が
必
要
で
す
。

　

今
号
で
は
、そ
の
中
で
も
運
動
方
法
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

　

運
動
の
基
本
は『
有
酸
素
運
動
』『
筋
ト
レ
』『
ス

ト
レ
ッ
チ
』の
３
つ
で
す
。運
動
と
い
う
と
、「
忙
し

く
て
時
間
が
取
れ
な
い
」「
き
つ
い
の
は
苦
手
」「
続

け
る
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
」と
い
う
声
を
耳
に
し
ま

す
。そ
こ
で
、今
回
は
日
常
生
活
の
中
で
も
行
え
る

有
酸
素
運
動
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、仕
事
や
家

事
・
通
勤
・
生
活
活
動
な
ど
毎
日
の
生
活
に
取
り

入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
有
酸
素
運
動
の
効
果

　

歩
く
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
有
酸
素
運
動
は
、エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
心
肺
機
能
を
高
め
、疲
れ

に
く
い
体
を
つ
く
り
ま
す
。ま
た
、多
く
の
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
改
善
の
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
有
酸
素
運
動

　

目
標
は
週
２
・
３
回
、１
回
30
分
以
上
の
運
動
を

行
い
ま
し
ょ
う
。時
間
が
取
れ
な
い
場
合
は
、①

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
利
用
せ
ず
に
階
段
を
使
う
、②
近
所

に
出
か
け
る
と
き
は
歩
く
、ま
た
は
自
転
車
を
利

用
す
る
、③
床
や
風
呂
掃
除
、洗
車
な
ど
の
作
業
を

５
〜
10
分
以
上
続
け
て
す
る
。こ
れ
ら
の
活
動
も

持
久
力
を
鍛
え
る
運
動
と
同
様
の
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。日
常
生
活
の
中
で
意
識
し
て
動
く
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
な
が
ら
運
動

・
テ
レ
ビ
を
み
な
が
ら「
イ
ス
ウ
ォ
ー
ク
」

　

⑴�

イ
ス
に
座
り
、お
腹
を
へ
こ
ま
せ
る
。両
手
で

イ
ス
の
横
を
つ
か
み
、体
を
や
や
前
傾
さ
せ

る
。

　

⑵�

左
右
交
互
に
、１
秒
に
１
回
の
テ
ン
ポ
で
膝

を
上
げ
下
げ
す
る
。

　

※�
一
度
に
行
う
目
安
は
60
秒（
60
回
）で
き
る
だ

け
膝
を
高
く
上
げ
る

・�

調
理
や
片
付
け
を
し
な
が
ら「
そ
の
場
で
脚
の

巻
き
上
げ
ウ
ォ
ー
ク
」

　

背
筋
を
伸
ば
し
、お
腹
に
力
を
入
れ
て
へ
こ
ま

せ
る
。か
か
と
を
お
し
り
に
あ
て
る
よ
う
に
、１
秒

に
１
回
の
テ
ン
ポ
で
左
右
交
合
に
、素
早
く
脚
を

後
ろ
に
巻
き
上
げ
る
。

※�

一
度
に
行
う
目
安
は
60
秒（
60
回
）。膝
頭
を
前

に
出
さ
ず
、膝
か
ら
下
だ
け
を
後
ろ
に
巻
き
上

げ
る

　

次
回
は『
筋
ト
レ
』を
紹
介
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
医
療
係

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）
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Vol.6　「グリーン購入※を心がけましょう」eECOECO くらしくらし
エ コ

イー

カッコ
はじめよう ecology

  economy

遠
山　

彩
子
さ
ん
︹
金
屋
︺

　
　
　

巧
く
ん
（
１
歳
）

　産まれたときは、腕も足も細

く小さな子でしたが、今では家

の中を元気にハイハイや伝い歩

きで動き回っています。いろい

ろな物に興味を持つようにな

り、追いかけるのが大変なほど

に成長しました。

　最近では数歩足が出ることも

あり、今から歩く姿を見るのを

楽しみにしています。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち、「わが家の宝」を紹介します。

わが家

宝

の
今回は、

荒川地区です

　法律や業界団体などが定めた基準を達成した環

境に配慮した商品には、さまざまな環境ラベル

（マーク）がついています。

　このマークを参考にグリーン購入を心がけま

しょう。

※�「グリーン購入」とは、製品やサービスを購入する際に、まず必要性を考え、環境のことを考慮し
て、環境にやさしいものを選んで購入することです

エコマーク

　「生産」から「廃棄」に

わたるサイクル全体を通

して環境への負荷が少な

く、環境保全に役立つと

認められた商品に付けら

れるマークです。

省エネ性マーク

省エネ基準を達成した家

電製品やガス石油機器な

どについているマークで

す。省エネ基準100％以
上の製品は緑色。未達成

の製品はオレンジ色の

マークを表示。

グリーンマーク

　古紙を原則40％以上
（トイレットペーパーや

ちり紙は100％、新聞用
紙やコピー用紙は50％
以上）利用して作られた

紙製品に付けられるマー

クです。

ペットボトル再利用品

　回収されたペットボト

ルを日本国内でフレー

ク、ペレットまたはパウ

ダーにして再商品化し

た、原料を25％以上使用
している商品に付けられ

るマークです。

ものを買うときは、できるだけ環境に

よい物を選びましょう
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区 氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区

●おくやみ
氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区

※７月11日から８月10日までの届け出です（敬称略）
※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口と世帯数（8月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä32,617人（△36）　Å35,478人（△31）　�計68,095人（△67）　    22,823世帯（△8）

村上地区
林　　　四　郎	 89	 南町二丁目
東　　　ツルイ	 91	 松山
渡 邉 久 子	 87	 若葉町
髙 橋 鷲 見	 85	 泉町
百 武 九 二	 91	 飯野一丁目
菅 原 正 男	 82	 野潟
東　　　キ　ノ	 99	 塩町
佐 藤 昭 一	 78	 塩町
工　藤　記美子	 66	 八日市
　 地 正 八	 79	 小国町
佐 藤 由 美	 64	 羽黒町
小 田 政 尾	 81	 西興屋
鈴　木　ヨシ子	 83	 緑町二丁目
　 地 作 造	 62	 鍛冶町
髙 橋 善 一	 67	 南町二丁目
伊 　 昭 一	 82	 三面
冨 樫 正 美	 74	 泉町
井 上 久 二	 88	 馬下
佐 藤 ヤ イ	 89	 岩船岸見寺町
小　野　マサイ	 83	 坪根
佐 藤 喜 一	 74	 肴町
瀬 賀 タ カ	 80	 吉浦
本　保　八重子	 67	 岩船上浜町

村上地区

結心（ゆな）	 佐　藤　眞　紀	 細工町
結香（ゆうか）	 増　田　克　広	 山居町二丁目
虹稀（こうき）	 木　村　武　志	 瀬波中町
錬（れん）	 小　池　春　夫	 南町二丁目
羽空（はくう）	 須　貝　和　正	 山居町二丁目
明風（めいか）	 木　村　　　直	 上の山
晴（はる）	 長　濱　正　人	 学校町
寿希也（じゅきや）	 岡　田　　　武	 上の山
凜（りん）	 八尾坂　　　圭	 二之町
真寛（まひろ）	 小　田　多紀雄	 坪根
日和（ひより）	 伊　藤　　　肇	 三面
季生（きい）	 楠　田　優一朗	 田端町
湊太（そうた）	 島 田 圭 太	 岩船縦新町

荒川地区

信虎（のぶとら）	 渡　邊　信太郎	 藤沢
明花莉（あかり）	 山　田　純　也	 坂町
心愛（ここあ）	 齊　藤　直　人	 鳥屋
颯翔（はやと）	 小　泉　竜　夫	 坂町駅前
奏志（そうし）	 蟹　井　敏　宏	 田島

神林地区

愛莉（あいり）	 遠　山　慎　吾	 塩谷
凛（りん）	 大　矢　啓　太	 南大平
里帆（りほ）	 佐　藤　視　卓	 平林

朝日地区

菜々子（ななこ）	 鈴　木　政　弘	 あけぼの
羅菜（らな）	 鈴　木　辰　昌	 中原
優衣（ゆい）	 斎 藤 光 幸	 宮ノ下

朝日地区

髙 橋 和 美	 86	 猿沢
大　滝　ハルヨ	 92	 荒沢
中 山 ヤ ス	 85	 大須戸
中 山 𠀋 司	 76	 大須戸
横 山 政 裕	 80	 布部
小 田 　 實	 88	 塩野町
佐 藤 富 男	 74	 石住

山北地区

本 間 　 彊	 78	 浜新保
富 樫 勝 二	 74	 北中
佐 藤 ツ ヤ	 91	 寒川
本　間　倉之助	 82	 寝屋
加 藤 初 枝	 91	 板屋沢
小 杉 千 鶴	 85	 小俣
冨　樫　カチ子	 78	 浜新保
佐　藤　ヤスヱ	 93	 府屋浜町

荒川地区
長 野 文 男	 83	 荒島
桐　生　三代吉	 87	 下鍜冶屋
嵐　　　　　洋	 60	 貝附
阿 部 順 子	 94	 坂町
臼 井 ミ ヱ	 84	 鳥屋
松 田 勝 止	 89	 荒島
平 田 貞 吉	 88	 藤沢
石　山　與佐吉	 93	 切田

神林地区
大 宅 昌 弘	 60	 南田中
加 藤 孝 二	 58	 川部
田 村 　 潤	 78	 平林
長 濵 春 造	 84	 指合
小 田 兵 藏	 89	 飯岡
遠 山 ク マ	 93	 宿田
村 田 貞 助	 91	 河内
小 田 　 勉	 74	 飯岡
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印刷　村上印刷株式会社

　村上地区の岩船では、毎年８月６日に「十二灯流し」と

いう迎盆の行事が行われます。各町内では、竹やカヤなど

で作った「七夕丸」という船に、十二個の提灯をつけて海

に流します。七夕丸には「ガツボ」と呼ばれる草で作った

各家の「迎え馬」が乗せられ、お盆に先祖がこの馬に乗っ

て帰ってくるといわれています。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u全国各地で記録的猛暑が続き、熱中症など

の問題がニュースによく取り上げられました

が、皆さんは、どのように過ごしましたか。私

は少しクーラーに頼りがちな生活を送り、夏

の暑さを体感することなく９月を迎えてしま

いました。少しは外でスポーツなどをし、体

を動かして汗を流せばよかったなと反省して

います。まだまだ残暑が続きます。こまめに

水分を補給し、暑い場所を避けるなどの熱中

症予防に努め、残暑を乗り切りましょう。志○�

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス
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